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１．目的 

「若年者ものづくり競技大会」および「技能五輪全国大会」に出場して入賞すること。 

 

２．内容 

大会の課題にある「敷石施工」「石割施工」「石積み施工」「竹垣施工」「木柵施工」「花壇施工」などの練習

に取り組む。今年度の課題では「石英石の板石による乱張り」「凝灰岩のごろた石による縁石花壇」「御影石の

延石による石積み」「御影石のごろた石による敷石」が新しい課題として出され、材料を各地から取り寄せた。

また、延石の加工において所有している道具だけでは難しく、新たに道具を購入した。制限時間内に見栄えよ

く施工するために、効率よく作業をすすめる必要があり、日々練習に励んだ。 

          

▲購入した石割道具     ▲若年者ものづくり競技大会の課題平面図    ▲技能五輪全国大会の課題平面図 

 

３．結果 

 若年者ものづくり競技大会では銀賞、技能五輪全国大会では敢闘賞を取ることができた。若年者ものづくり

競技大会での入賞は大阪府では初の快挙で、府知事から表彰を受けた。 

 今年度は卒業生による指導や他校との合同練習会、国際大会なども指導されている方によるご指導などの

機会をいただき、外部とのつながりも増え、練習環境が整い、選手と我々教員の造園に対する視野が広がった。

来年度も出場と入賞を目指し引き続き造園技術の向上に取り組んでいきたい。 

          

▲若年者ものづくり競技大会                      ▲技能五輪全国大会                  


